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　 昭和 37年（1962年）横浜市の大鳥中学校の三年生だった私は、ある日、同じクラスの

鳩友だった大久保義晴くんから「東京に鳩を受取りに行くので、よかったら一緒に行ってく

れないか？」と話しかけられました。よく聞くと、彼の父親が「一人で行くより友達と行きなさ

い。運賃は出してあげるから」とのことだったと記憶しています。快諾した私は、数日後の日

曜日、6月頃だったと思います。私は約束の場所へ向かいました。  彼は折り畳まれた４羽

入りの柳のカゴを抱えてやって来ました。二人は電車に乗り、東京へ向かいます。

目指すは、東京都渋谷区の大木有隣鳩舎です。代々木駅で降りて大木邸に着きました。

彼は玄関前で、私に外で待っていてほしいと言い残し、玄関に入っていきました。私は大

木邸の塀から見える青々とした庭木に立派な日本庭園なのか？と思いを巡らせた記憶が

残っています。当時の大木有隣鳩舎には、「薫風号」「黒竜号」や戦後の五十島南部系の

基礎鳩 59061号、シオン・スタッサールやその他、有名鳩が多くいると、当時の鳩雑誌で

多少の知識は持っていました。

　　しばらくすると、大久保くんが大木邸から出てきました。手にしたカゴの中には２羽の鳩

が見えました。そして、その場で鳩を掴ませてもらいました。一羽は灰の若鳩、もう一羽は

大柄な濃い灰胡麻白刺♂の成（老）鳩で、足が異常に太くアルミの足環がくい込んで痛々

しかったことが印象に残っています。彼は、この鳩は「極彩色号」と言って有名なアバタ号

の父親であると教えてくれました。

　「極彩色号」とは、大内啓伍氏（元民社党書記長）作出の純シオン系で、言わずもがな伊

藤純夫鳩舎の銘鳩「アバタ号」の父親であり「大日本号」と続く伊藤シオン系の飛び筋だ。

　数日後、大久保君から、”お礼”としてキャビネ版のモノクロ写真二枚を頂きました。一枚

は「極彩色号」もう一枚はヘクトール・ベルランジュ作 62年生まれの若鳩の写真でした。彼

の父親が浴槽のフタの上に鳩をのせ撮影してくれたそうです。この２枚の写真は後に「現

代銘鳩写真大観 」に載った写真と同一のものである事が判明しました。

　大久保君の家は、中区小港町の公団住宅（団地）の２階でした。鳩舎はベランダに造ら

れたタタミ半畳から大きくても 1畳ほどだったと思います。

　 この頃の、小港の団地には、お豆腐屋さんだった金子善光さん（横浜連合会）がお豆腐

の販売に来られていた縁で、大久保くんと何度か金子鳩舎に見学に伺った事があります。

当時の中学生にとって血統書付のレース鳩は高根の花で、鳩ブームのさなかといえ、中学

生で鳩レースに参加してると言う話しは、聞いたことがありません。

　 この時の体験を半世紀以上たった今、回想すると「東京に鳩を受取りに行く」とは、この

年の 6月に輸入されたH・ベルレンジュの若鳩の事ではなかったか？「極彩色号」は、繁

殖が難しくなってきた有名鳩を、鳩の大好きな少年にプレゼントされたものではなかったか

と、かってに推論しています。

　 この年の年末、私は横浜から地方へ引越しすることになり彼とはそのままになりました。

「極彩色号」のその後「大木有隣鳩舎から大久保義晴鳩舎へ」の件（くだり）は以上です。






